
３月８日、丹波市春日文化ホールにおいて「丹
波農業グランプリ」が、氷上高校の「就業（農）
講座」と併せて開催されました。

「キラキラ活躍する農業女子」をテーマに、当
日は市内の農業者をはじめ、氷上高校の教職員・
生徒、行政等、約300人の出席がありました。

主催者挨拶の後、ルイ・ヴィトンジャパンのマ
ネジャーから「知的財産権とブランド価値」につ
いて記念講演が行われ、引き続きノミネートされ
た女性農業者のプレゼン、そしてグランプリの発
表が行われ、栄えあるグランプリには丹波市氷上
町「ヒロちゃん栗園」の山本浩子さん、氷上高校
生が選考する「夢の農業賞」には、丹波市山南町
の丹波竹岡農園さんが受賞されました。

その後、氷上高校が今年度行った就業体験実習
の報告等が行われ、盛会のうちに閉会しました。

なお、同グランプリ開催に際し、兵庫県拠点も
実行委員会に参画し、取材等にも同行させていた
だきました。
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第7回 丹波農業グランプリ開催される！
～ 平成30年度 就業（農）講座 ～

グランプリ
「ヒロちゃん栗園」 山本 浩子さん

“女性でも農業ができる”といった思いを広めたくて丹波市３人目の認定女性栗
剪定士となり、女性だけの部会である｢丹波栗っ子会｣の代表として活動している。

｢丹波栗っ子会｣は2005年の立ち上げ当時は７人しか部員がいなかったが、山
本さん達の熱心な活動のおかげで2018年には22人もの部員数になった。

収穫、剪定だけでなく、女性にしかできない栗の調理法や和、洋の料理、スイ
ーツのレシピを紹介するという栗の宣伝も行っている。

他にも女性でもチェーンソーを扱えるように使い方を栗っ子会の部員に教えて
いる。

夢の農業賞
「丹波竹岡農園」

根菜類や小豆、黒豆をメインに作っている。農業の暮らしに興味があり、子供にも手に
取って食べやすいものを作っている。

１日の仕事内容は、夏の間は外で草刈りや除草作業夏の野菜収穫。冬の間は葉物野菜の収
穫、袋詰め、土づくりを行う。今は豆の選別。また、野菜中心のフレンチレストランを経営
されている。野菜を重ねた蒸す調理法で野菜本来の旨味を提供している。

さらに託児所としても使われていて、今までの利用客は親子連れで50組。今年の４月か
らは７名の園児が入園確定している。

高校生に伝えたいことは、「家庭菜園でも何でもいいのでこれから農業に携わってほしい
とは思いますが自分の好きなこと、やりたいことをして欲しい」と言われている。

受賞者紹介：丹波氷上高校「農業クラブ通信」より出展



六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計
画は、農林漁業者等が農林水産物等の生産及びそ
の加工又は販売を一体的に行う事業活動に関する
計画のことで、農林漁業者等の所得の向上や農林
漁業経営の改善を図ることを目的として国が認定
を行っています。

兵庫県における認定件数は、平成31年2月末現
在で111件となっており、全国で北海道に次いで
2番目に多い県となっています。

養父市大屋町で、但馬牛・豚・アイガモの飼育に、
アイガモ農法のお米や小麦、自給牧草等を作っている
「わはは牧場」で働いている山﨑友香（やまさきゆか）
さんにお話をうかがいました。

東京の出版社で農業雑誌の記者をしていた平成26年
７月、取材でこの牧場に訪れた際、オーナーご夫妻の
「自然の中で自分で出来ることはすべて行う」という
経営スタイルや暮らし方に魅せられました。

以降、度々訪れるようになり、平成28年11月には牧
場近くの空き家に移住し、今は、農の雇用事業を活用
して研修をさせていただいています。

この牧場では、家畜の飼育・加工・販売・餌の生産までを自前で行っており、私は、但馬牛の
飼育、豚への給餌、アイガモの処理や牧草の収穫など農作業全般のほか、豚肉とアイガモ肉の合
挽きコロッケ等を提供するオーナー自作の「shop＆cafe がぁぶぅ」（営業日：金曜日、土曜日）
で、接客全般を任され、充実した毎日を過ごしていま
す。

昨年６月に初めて受け持った母牛が、９月に子牛を
産み、この子牛を今年５月の市場に出荷する予定で、
今から楽しみにしています。

さらに、前職の経験と自らの体験を活かし、養父市
の移住促進パンフレットやポスターの製作にも、同じ
く市外から移住された方々と一緒に関わっています。

今後は、「今以上の仕事ができるよう成長すること
と、家の前で鶏を飼うのが夢です」と、明るく話され
ていました。

ホームページ http://www.wa88.jp/

牧場暮らしに魅せられて、都会から移住！

オーナーの上垣康成さん、美由紀さんご夫妻と

Shop&cafe !!
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総合化事業計画を認定しました

◆総合化事業の概要◆

（農）きすみの営農は、兵庫県小野市の
下来住町と来住町を区域として発足した集
落営農組織を前身に平成25年に法人化した
組織で、水稲や小麦、そば等を生産してい
ます。

平成31年2月末に認定された総合化事業
計画は、当組合が生産した玄そばを手打ち
そば麺に適したそば粉に製粉加工し、地域
の飲食店等に販売するほか、そば乾麺を開
発し地域の直売所等で販売することとして
います。

これらの取り組みにより、安定した収入
を確保するだけでなく、きすみの地区の農
業を将来にわたり継続させ、農業を職業と
して次世代の若者に期待を持って継承して
もらえる農業経営を目指しています。

～ 農事組合法人きすみの営農（小野市）～



兵庫県では、平成30年度から｢地域主導型就農･定着応援プロジェクト｣に取り組んでいます。
これは、新規就農者に来て欲しいと考える地域（集落や産地）が新規就農者の就農及び定着を

応援するチームを作り、話し合いを基に就農希望者が就農の検討に必要な地域農業情報（空家、
農地、支援体制等の情報）を記載した
「就農・定着応援プラン」を作成し、
兵庫県での就農に関心のある就農希望
者へ積極的に情報発信するものです。

また、作成した応援プランに基づき、
県、市町、農業委員会等の関係者が応
援体制を構築し、それぞれの立場から
支援していきます。

本年度は15地域で取り組んでおり、
現在作成した8地域を第1弾として兵庫
県ホームページなどで公表しています。

これからも応援プランを追加し、本
取り組みが横に広がるよう地域農業情
報や応援プランの内容を充実します。

兵庫県ホームページ https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk04/ouenplan02.html

ひょうご就農支援センターホームページ http://www.hyogo-shunou.jp/

兵庫県内の多数地域が「就農･定着応援プラン」を作成しています

篠山市今田町で、株式会社 丹波篠山かまい農場を経
営されている構井友洋（かまいともひろ）さん（35歳）に
お話をうかがいました。

就農前は自動車整備の仕事をしており、兼業農家で
ある実家の農作業を忙しい時に手伝う程度でしたが、
その当時「丹波篠山ブランド」が注目され始めた時期
で、黒豆等の需要も増えてきていたことから「丹波篠
山ブランド」に可能性を感じ、平成18年に退職をして、
本格的に農業を始めました。

現在は、私と妻、正社員2名、パート・アルバイト4
名で、水稲6ha、黒大豆等の豆類3.5ha、ニンニク50a、

野菜やいも類等１haを栽培し、「なた豆茶」などの加工販売も行っています。
米の販売は、近隣や阪神間のレストラン等への直接販売が大半であることから、注文を受けて

から精米し、需要に応じた出荷を行い、野菜等も併せて提供しています。
最初の頃は、米と母が作ったおにぎりを持って、知人の紹介先や飛び込みで営業活動をしなが

ら、販路を開拓していきました。
地域の先輩方から農業や経営について多くのことを学

ばせてもらい、平成24年には先輩方の勧めもあり、法人
化しました。

法人化により、資産管理が明確になったこと、雇用面
等において対外的な信用を得ることができたことなど、
メリットを感じています。

今後は、25ha程度まで規模拡大や黒豆栽培の機械化
を検討すると共に、地域の方々の協力を得ながら「丹波
篠山ブランド」を守り、若い人にも農業に魅力を感じて
もらえるように地域農業を盛り上げたいと考えています。

「丹波篠山ブランド」を守り、
地域と共に農業を盛り上げたい！

ホームページ：http://kamai-farm.com/



詳しくは http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/kikouhendou/symposium/main.html

春。春は、別れと出会いの季節。いくつもの出会いと別れを繰り返す。
今まで一緒にいた人と別れるのは寂しいことですが、またどこかで会いたい。
新しく出会う人ともいつかは、別れが訪れるが、それまでは、楽しい時間を過ご

せることと、楽しいお酒が飲めますように。

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.03

農業者との意見交換会（第2回）を開催！！

近畿農政局兵庫県拠点は、兵庫県内の農業者12名と兵庫県､JA全農兵庫に参加をいただき、農
業者同士の横の繋がりをなお一層強くし、関係機関と一体となり、課題解決の一助となるよう
「兵庫の農業を元気にするために」と題し、意見交換会を開催しました。

農業者から、様々な独自の取り組みや課題等が出さ
れましたが、共通する課題として「従業員、パートの
確保が難しくなっていること」､「新たな販売先の確
保をどうするか」､「規模拡大に伴うコスト増の問題」
「新規就農者をいかにして地域に溶け込ませるか」､
「経営を安定させるための方策」､「収入保険と価格安
定制度の関係」､「人･農地プラン実質化のため地域の
話し合いをどうするか」等、活発な発言がありました。

当方より、「若い人を雇用するツールとしてSNSで
職場の魅力を発信することが有効であること」、「人手不足を解消するため全国規模でワーク
シェアを行っている事例」、「収入保険だけでなくリスクに備えることが重要であること」、
「人・農地プランは、農地をどうするか誰が農地を守るかの話し合いが重要で問題の共有化の必
要がある」等の回答を行いました。

出された課題や要望はすぐに解
決できるものは多くありませんが、
時間をかけ、あるいは工夫しなが
ら叶えていく事が重要です。

今後も当拠点は、現場と農政を
結ぶ懸け橋となれるよう更なる情
報の交換を図り、課題解決に向け
取り組んで参ります。

※ 詳しい模様はホームページに掲載
予定です。

U

農林水産省では、地球温暖化防止や生物多様性保全に積極的に貢献して
いくため、より環境保全効果の高い農林水産活動の普及を推進するととも
に、気候変動による農林水産業への影響に的確に対応するなど、農林水産
分野における環境政策を総合的に推進しています。

この度、平成31年5月13日（月）に滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールで、
気候変動に対応する農業技術国際シンポジウム「地球規模で考える気候変
動と農山漁村」を開催します。

気候変動と農業技術国際シンポジウム
～ 地球規模で考える気候変動と農山漁村 ～


